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平成 29年度市長とのタウンミーティング要旨 

 

日時 
平成 29 年 11 月 25 日 

16：00～17：30 
会場 和気小学校体育館 来場者数 37 人 

 

◆意見交換の概要 

テーマ「新庁舎整備基本計画（案）」について 

市民の意見・質問 市の回答 

地震で前面道路の府道が使えなくなった場

合、防災拠点として機能しないように思う

が、どこからでもアクセスできるような考え

はないか。 

前面道路については、交差点改良、右折車線

等の整備を検討している。アクセスする道路

については、府道と庁舎裏側の市道の２路線

となる。 

また、災害対策拠点としては消防施設があ

り、有事の際に対応できる体制を整えてい

る。 

 

 

テーマ「教育・子育て」について 

市民の意見 市長の考え 

通学路について、車の往来や電柱がある。雨

天時には傘もさすので車との接触も懸念す

る。30 年ほど住んでいるが改善されていな

いと思う。 

通学路は遊歩道でもあり、高齢化が進む中で

は健康面でも効果があると考える。 

唐国町の自宅から市役所へ歩いて通勤する

ことがあるが、和泉中央線からだと歩道だけ

で行くことができる。父鬼和気線、特に和気

町は危なくて通らないようにしている。ご指

摘の点は私も感じているところであり、子ど

もの安全を確保したいと考えているが、既存

の住宅が密集しており、拡幅のためにセット

バックさせ、用地を買収するのも難しい。 

他の方法として、車道の端にグリーンのペイ

ントを施す、「グリーンベルト」を実施して

いる。子どもが通るので運転者は気をつけて

いただく工夫をしている。 

本来は歩道を確保するのがいいと思うが、

徐々に、タイミングを見ながら進めていくこ

とになる。 

健康寿命日本一をめざしているが、寿命だけ

長いのではなく健康であることが大切であ

り、歩いていただき、交流していただく。健
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康に過ごしている人の条件は適度な運動と

人との交流が重要と言われている。遊歩道の

安全確保にも引き続き取り組んでいきたい。 

弥生町にはため池が多い。現在は役割も薄

れ、においやごみの問題が生じている。自治

会などでも話題となるがかなりの費用を要

するため、自治会単独で対応していくのも困

難。きれいな環境は教育環境の向上にも繋が

るものと考える。 

ため池は地元や水利組合が管理しており、市

が管理費を負担することはできないが、例え

ば護岸改修等の場合、水利組合等に対し、事

業費を補助する制度がある。 

 

日本のものづくりが揺らいでいる。その根底

は数学や理科について考える力が落ちてき

ているのではないか。 

道徳教育や英語教育の充実のように、数学や

理科についても力を入れていくべきではな

いか。 

教員がしっかり取り組んでいると思う。 

私は３期目であるが、教育長は教育現場の方

に就任いただいており、現場のこともよく知

っているので、それぞれの教科の学力向上に

取り組んでいく。 

教員の多くが過労死レベルの仕事をしてい

るが、教育のための仕事をしているのではな

くその他の調査などの仕事をしていること

もあるので、教育に力を割くことのできるよ

うにしたい。 

道徳心が充実しているところは学力も比例

してよくなると思っている。高校野球の強い

チームの監督に特に力を入れていることを

聞くと日常の生活態度だと言われる。 

中学教員は朝早くから夜遅くまで働き、土日

はクラブに出て休みがなく、年間の休日はわ

ずかで授業以外の仕事が多い。 

専門家にクラブを見ていただくような取組

みはできないか。 

教員は意欲的なため、過重労働になっている

のではと思うが、残業手当もない。 

役割分担ができる体制を作っていきたいと

思っており、検討している。 

市長の質問 市民の考え 

この点について、ご意見ありますか。 

クラブもあり、土日も大変だと思うが。 

教員は多岐に渡る仕事がある。 

教員も色々おられ、運動が得意な教員は運動

部を指導し、そうでない人は文化部を指導し

ている。少子化により教員も少なくなるた

め、対応できないクラブも増えてきている。 

そうしたところを外部から応援していただ

く制度もできているので、学校に対して建設

的な意見を出していただければと思う。 

市民の意見 市長の考え 
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子育て支援センターやエンゼルハウスで母

親に寄り添う取組みをしていると思う。 

エンゼルハウスは幼児教育化している場所

があったり、母親グループが出来上がってい

て気楽に立ち寄れないという声も聞く。 

もっと気楽に立ち寄れる場が必要。 

誰でも立ち寄っていただく施設として取り

組んでいただいている。 

地域とNPOが一体となって整備していただ

いたもので、開かれた存在と位置づけている

ので、そうであれば改めていけるよう指導し

ていきたい。 

不登校の人のための居場所として「グリーン

ルーム」があるが、学校色が強く、行くまで

の敷居が高い。気楽に行くことのできる場所

があればと思う。 

グリーンルームへの敷居が高く感じるとい

うことについては担当課と話しながら考え

ていきたい。 

 


